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発達障がいのある子どもの支援における
地域との連携について

細谷一博
（北海道教育大学函館校）

令和3年度特別支援教育FSP検討協議会 2022/2/21

大切なPointは「地域で生きる」視点

いろいろな連携といった場合？？？

⚫ （Why）何故，必要？

⚫ （Where）どこと連携？

⚫ （What）何を連携？

(1) 通常の学級

(2) 特別支援学校

(3) 特別支援学級

(4) 通級指導教室

(5) 家庭

(6) 児童デイサービス

(7) 大学等の指導機関

(8) 病院等の治療機関

(9) 教育委員会等の相談機関

特別支援教育の場

学校教育

関係機関

Community

文部科学省(2012) 「共生社会の形成に向けた・・・」

【5 地域と連携した支援の構築】
⚫共生社会の形成のためには、障害のある者が、どれだけ社会
に参加・貢献できるかということが問われる

⚫普段から地域に障害のある人がいるということが認知され、障
害のある人と地域住民や保護者との相互理解が得られている
ことも重要

⚫学校のみならず地域の様々な場面において、どう生活上の支
援を行っていくかという観点も必要

⚫コミュニティ・スクールなど、地域と連携した学校づくりを進め
る時も、各学校は、障害のある子どもへの対応も念頭に置き、
地域の理解と協力を得ながら連携して取り組んでいく必要
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参考資料13：学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業（一部修正）

文部科学省(2012) 「共生社会の形成に向けた・・・」

【学校間連携による地域の教育資源の活用】

◼○地域内の教育資源（幼・小・中・高等学校及び特別支援
学校等、特別支援学級、通級指導教室）それぞれの単体だ
けでは、そこに住んでいる子ども一人一人の教育的ニーズ
に応えることは難しい。こうした域内の教育資源の組合せ
（スクールクラスター）により域内のすべての子ども一人一
人の教育的ニーズに応え、各地域におけるインクルーシブ教
育システムを構築することが必要である。

その為に・・・

文部科学省(2012) 「共生社会の形成に向けた・・・」

⚫ 交流及び共同学習の推進や特別支援学校のセンター的機

能の活用が効果的

⚫ 特別支援学校は都道府県教育委員会に設置義務があり、

小・中学校は市町村教育委員会に設置義務があることから、

両者の連携の円滑化を図るための仕組みを検討

⚫ 多様な学びの場の設定、域内の教育資源の組合せ、柔軟

な「学びの場」の見直しなどの仕組みの構築を目指すこと

が重要

参考資料24：域内の教育資源の組合せ（スクールクラスター）のイメージ（一部修正）
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https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/07/23/1321672_6.pdf
https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/07/23/1321673_3.pdf
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(1)教育委員会

(2)児童相談所

(3)福祉機関

(4)特別支援学校

(5)大学

(6)その他～:警察、企業、学習塾、町内会 etc.

関係機関の役割と連携
・教育相談 ・就学相談
・教員配置 ・教員研修

・デイサービス
・病院
・ハローワーク
・施設

・障害の判定
・虐待等の防止
・非行等の対応

・授業研究
・教材教具
・Co.の活用 ・専門的裏付け

・指導の助言
・検査道具 etc

Segregation Inclusion

Special 
Class

Normal
School

Special 
School

Community

CS：コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）

⚫コミュニティ・スクール（CS）は、学校と保護者や地域住民

が知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、

一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地域

とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第47条

の5）に基づいた仕組み。

出典：文部科学省HP コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
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コミュニティ・スクールの実践例
※H市立M小学校長承諾済

地域の資源を教育活動へ

⚫学校にある資源だけで教育活動の展開することの

限界

⚫地域にいる様々な領域のプロフェッショナルの活用

⚫学校が地域とつながっていることの発信

⚫同業者以外の人脈をフル活用

高等支援学校の進路指導主事の話

中学校の進路選択は，

その子の将来を見据えて・・・

◆ 地域でどのような生活を送るか？

(将来のビジョンを保護者と共有)

◆ その為にはどのような進路選択をすべきか？

(校区の中学校だけが選択肢ではない)

障害者総合支援法の構造

介護

訓練

生活

就労

通所

宿泊

A型/B型

移行

移動

訪問

自立訓練

グループホーム

生活介護
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